
世界一、受けたい虚○を。 (3 on 10 -サンオントウ-) 主演女優部門、短編部門
ジャッジメントあいらんど (3 on 10 -サンオントウ-) 歌曲部門、特殊効果部門

相思相愛ロリータの生活 (夜のひつじ)
主演女優部門、心部門、（穏やか部門）、
作曲部門、（美術部門）

聖天使☆レベルドレイン (夜のひつじ) 穏やか部門、楽部門
お泊まり恋人ロリータ (夜のひつじ) 心部門、穏やか部門、作曲部門

百合ねいと！ (なつこん) 心部門、独創部門
バカだけどチンチンしゃぶるのだけは

じょうずなちーちゃん (ORCSOFT) 主演男優部門、主演女優部門、楽部門
ネノトリ (逆流そふと) 闇部門、特殊効果部門

イロヨリドリ (人生通行止め) 助演男優部門
新人監督と処女女優 (劇團近未来) 独創部門

浮気エッチ×本気エッチ (GOOD DAYS MAKER) 楽部門
カンダタ物語3 (inspire) 主演男優部門

雨衣カノジョ (はとのす式製作所) 助演男優部門、歌曲部門、作曲部門
光の国のフェルメーレ (幻創映画館) 助演女優部門、闇部門、泣き部門、作曲部門

黄昏の君 ヴォルフィーネ
～真昼の国と月の国～ (ときてっと) ムービー・動画部門

ある母子の亡命 (夜は行く) 短編部門
紅蜘蛛 / Red Spider (studio wasp) （主演女優部門）、熱部門、泣き部門、作曲部門

フリーホラーADV　だびぽん (アコックソフト) 闇部門
みのりびよりに (しっぽロボ) 闇部門、泣き部門

先輩が非童貞なのはディスプレイの
中だけでしょっ！！ Route of 佐倉琥珀 (中だし制作委員会) 助演女優部門

青春タイムライン (focus64) 楽部門、ムービー・動画部門、歌曲部門
君の在り処 (Lead.) 心部門

Breakthrough (しろたまカントリー) 助演女優部門、心部門、ムービー・動画部門、歌曲部門
どとこい (オレンＧ) 爆笑部門、独創部門、美術部門

私に咲く華を見て彼は笑った (NeOres) 助演男優部門、熱部門、ロジック部門、作曲部門
誰そ、彼女 (Suithanadia) 独創部門

世界で一番悲しい笑顔 (→Quantize_) 泣き部門、作曲部門

絶望する白銀少女 (ZWEi)
主演女優部門、心部門、穏やか部門、
泣き部門、作曲部門、特殊効果部門、美術部門

ごちゃまぜヒーロー (がっかり亭) 熱部門、爆笑部門、独創部門、短編部門
銀河特装ライジン (セイナルボンジン) 熱部門、短編部門、特殊効果部門

カガミハラ/ジャスティス (フラガリア) 主演女優部門、脚本部門、熱部門、闇部門、美術部門
はじめてのノベルゲーム (Honey Contrast) 歌曲部門

Heartium～ハーチウム～ (信じた馬鹿が俺だった。) 心部門、楽部門
Dear My Abyss (Team Berial) 心部門、闇部門

音無き世界その代わり (羊おじさん倶楽部) 脚本部門、闇部門、泣き部門、楽部門
むこうがわの礼節 (スタジオ・おま～じゅ) 穏やか部門、短編部門

霧と太陽の王 (Paper Moon) 泣き部門、美術部門
オレンジアワーグラス (Nice Net Neat) 穏やか部門

ヒガン谷の花嫁 (MIST[Ψ]PRESS) 主演男優部門、短編部門、
ピーピングプール (alalaka) 短編部門

鉄条の囹圄 (冬のいもうと)

主演男優部門、助演男優部門、助演女優部門、
脚本部門、心部門、熱部門、闇部門、楽部門、
ロジック部門、独創部門、特殊効果部門

らいとらいとらいと (日々雲隠れ) 主演男優部門、主演女優部門、爆笑部門、短編部門
星光少女 (AONEKO) 闇部門
スレガル (agony/禁飼育) 闇部門

Lost Friends (渦女屋本舗) 闇部門、短編部門

古書店街の橋姫 (ADELTA)

主演男優部門、脚本部門、心部門、穏やか部門、
闇部門、泣き部門、ロジック部門、爆笑部門、
ムービー・動画部門、歌曲部門、作曲部門、美術部門

ファレノプシス (MellowWorks) 体験版・連作部門
朱き炎の悲歌 (Wooberg!) 体験版・連作部門
ちゅーそつ！ (Studio Beast) 体験版・連作部門

五〇度の真夏が巡る (OTARIBA Games) 体験版・連作部門
ロボットチェス (クロラロラ) 体験版・連作部門

★ノミネート作品一覧（紹介順・敬称略）

★部門一覧（授賞作発表順）
主演男優部門、助演男優部門、主演女優部門、助演女優部門、脚本部門、心部門、熱部門、穏やか部門、闇部門、泣き部門、
楽部門、ロジック部門、爆笑部門、独創部門、短編部門、ムービー・動画部門、歌曲部門、作曲部門、特殊効果部門、美術部門、
体験版・連作部門、作品部門


